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はじめに

東北地方における弥生時代の墓は、均質な時空間分布を示さない。特に日本海側の事例は、太平洋

側に比べ極めて少なく、１遺跡から数基程度の検出パターンが殆どを占め、縄文・古代の遺構・遺物

と複合して検出される場合も多い。

１ 東北地方日本海側における弥生時代の墓

第１期＝弥生時代前期後葉～中期前葉、第２期＝中期中葉～後葉、第３期＝後期、第４期＝終末期

（古墳早期）と区分し、形態の変遷、分布の経時変化、副葬／供献品・着装品、儀礼具・儀礼痕跡、

墓群・墓域・居住域との関連、地域間の交流に関する概略を、若干の所見を交えて第１表に示した。

第１期～第４期までの流れを大まかに見渡すと、第２期の前半（中期中葉）までは縄文時代の諸要

素が継続（北部では北海道続縄文文化と連動、中部南半～南部では太平洋側の中部南半～南部と連動）

し、それなりの進展をみせるが、中期後葉以降は、墓の存在が希薄となり（住居跡等も同様）、副葬

品類の種類も減少することから、かなりの変化が生じた状況を認め得る。

極端とも言えるこの事象の背景を探るには、気候変動や自然災害等の諸情報を総合的に検討する必

要がある（山形西高敷地内遺跡では、縄文～平安時代にわたって幾度も洪水氾濫に襲われている（佐

藤庄一ほか１９９３））。

２ 方形周溝墓について

東北地方日本海側における弥生時代方形周溝墓の検出は、現時点ではみられない。初現は古墳時代

前期であり、南部山形県域の米沢盆地に認められる。佐藤鎭雄（２０１１）は、この地域における最古相

のものとして、川西町下小松古墳群陣ヶ峰支群の「J－１号墳」（齊藤２００３）と米沢市比丘尼平「１

号方形周溝墓」（手塚１９８８）を位置づけ、さらに佐藤は「J－１号墳」を「前方後方形周溝墓」として

いる。

注視したいのは、方形周溝墓と「前方後方形周溝墓」という２つの形態が時空間的に近接して構築

されている点と、隣県の福島県域には後期の段階で方形周溝墓は既に存在しているにもかかわらず、

米沢盆地にはやや遅れて導入されている点である。米沢盆地という地理的特性より察し、これらは会

津盆地周辺を経由して伝播したものかも知れない。

おわりに

古墳時代前期以降、中部～南部の山形県域は古墳文化の中に収まり、周辺地域との関係を深めなが

ら発展するが、一方で北部は、北海道続縄文文化との関係を深めながら、別の文化を形成していく。

この要因は、地理的条件が第一に作用していることは確かだが、山形県河原田（中期後葉）にみられ

る南系統の墓、青森県宇鉄（中期中葉）及び板子塚（中期後葉）にみられる北系統の墓は、その地域

における次代の方向性を暗示している。
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第１表 東北地方日本海側における弥生時代の墓（概略）
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第１図 地域区分図・各地の弥生時代の墓・方形周溝墓と前方後方形周溝墓（古墳時代前期）
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